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１ 

仙
台
教
区
の
宣
教
司
牧
の
働
き

は
教
区
全
体
（
司
祭
団
・
信
徒
・
修
道

者
）
で
交
流
し
・
協
力
し
・
連
帯
を
強

め
る
こ
と
を
意
識
し
た
も
の
へ
と
成

長
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

小
教
区
教
会
は
教
区
の
細
胞
で
あ

り
信
徒
一
人
ひ
と
り
の
所
属
す
る
母

教
会
と
し
て
大
切
な
場
で
す
が
、
司
祭

も
信
徒
も
、
そ
の
小
教

区
だ
け
の
内
向
き
な
意

識
で
は
な
く
、
隣
の
教

会
そ
し
て
「
地
区
内
の

全
小
教
区
も
合
わ
せ
て

私
達
の
教
会
」
と
考
え

る
、
ひ
い
て
は
「
教
区

が
私
た
ち
の
教
会
」
と

い
う
意
識
に
ま
で
高
め

た
い
の
で
す
。 

２ 

地
区
数
を
８
へ
と
少
な
く
し
た

の
は
、
地
区
は
複
数
の
司
祭
で
担
当
し

て
い
た
だ
き
た
い
か
ら
で
す
。
司
祭
方

に
と
っ
て
は
他
の
司
祭
と
協
力
し
て

事
に
当
た
る
、
と
い
う
の
は
容
易
で
は

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
信
徒
・
修

道
者
か
ら
の
協
力
を
得
る
た
め
に
も
、

司
祭
同
士
の
話
し
合
い
・
協
力
の
姿
勢

を
「
し
る
し
」
と
し
て
現
す
こ
と
を
目

指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

司
祭
方
は
必
ず
し
も
共
住
と
な
る
こ

と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

３ 

宣
教
司
牧
の
第
一
は
、
可
能
な

限
り
多
く
の
信
者
が
秘
跡
、
特
に
主
日

の
ミ
サ
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
「
典
礼
は

教
会
の
活
動
が
目
指
す
頂
点
で
あ
り
、

同
時
に
教
会
の
あ
ら
ゆ
る
力
が
流
れ

出
る
源
泉
で
あ
る
（
典
礼
憲
章
10
）」

か
ら
で
す
。
司
祭
方
に
は
小
教
区
を
移

動
し
て
回
る
ご
苦
労
を
お
願
い
す
る

こ
と
に
な
る
の
で
す
が
、 

①
主
日

に
は
で
き

る
だ
け
多

く
の
小
教

区
（
教
会
）

で
ミ
サ
が

あ
る
よ
う

に
す
る
。 

②
各
教

会
で
の
ミ
サ
時
刻
は
地
区
内
全
小
教

区
の
信
徒
・
修
道
者
と
の
話
し
合
い
で

調
整
す
る
。
（
主
日
の
前
晩
の
ミ
サ
の

可
能
性
も
考
え
る
。） 

③
ミ
サ
時
刻
の
調
整
に
あ
た
っ
て

は
、
地
域
の
今
ま
で
の
流
れ
等
を
尊
重

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
同
時
に
新
し
い

可
能
性
へ
の
挑
戦
を
で
き
る
だ
け
探
る
。 

④
集
会
祭
儀
は
ミ
サ
が
で
き
な
い

と
き
の
礼
拝
集
会
で
あ
る
。
集
会
祭
儀

執
行
の
準
備
（
養
成
）
を
し
っ
か
り
行

い
、
修
道
者
の
参
加
も
求
め
る
。 

４ 

地
区
は
宣
教
司
牧
の
第
一
の
現

場
で
す
か
ら
、
司
祭
間
で
地
区
で
の
宣

教
司
牧
に
関
す
る
報
・
連
・
相
の
話
し

合
い
を
定
期
的
に
で
き
た
ら
良
い
と
思

い
ま
す
。
同
様
に
地
区
内
の
司
祭
・
信

徒
・
修
道
者
の
連
絡
会
議
を
定
期
的
に

開
く
こ
と
も
必
要
で
す
。 

５ 

司
祭
は
信
徒
使
徒
職
の
働
き
を

支
え
、
ま
た
、
外
国
か
ら
の
信
徒
の
移

住
移
動
者
と
の
関
わ
り
に
も
力
を
入

れ
、
協
力
し
て
あ
た
る
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。 

６ 

地
区
内
の
事
業
所
は
宣
教
の
現

場
で
あ
り
、
教
会
と
社
会
と
の
大
事
な

接
点
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
を
持
こ

と
が
大
事
で
す
。 

 
 
 

  

①
地
区
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
関
係
の

全
事
業
所
へ
の
関
わ
り
を
考
え
、
そ
こ

で
働
く
人
々
（
信
徒
・
非
信
徒
）
を
励

ま
す
働
き
を
心
掛
け
る
。 

   
 

  

②
大
震
災
の
復
興
支
援
活
動
（
４
→

６
，
45
）
に
沿
っ
て
、
各
ベ
ー
ス
の
活

動
へ
の
支
援
と
参
画
を
心
掛
け
る
。 

７ 

地
区
全
体
が
宣
教
司
牧
の
場
で

す
か
ら
、
司
祭
は
居
住
す
る
小
教
区
だ

け
で
な
く
地
区
内
全
教
会
を
等
し
く
担

当
す
る
意
識
を
共
有
し
、
信
徒
に
も
そ

の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。 

８ 

地
区
制
が
地
区
の
皆
さ
ん
に
浸

透
し
て
い
く
た
め
の
お
願
い
。 

①
地
区
の
全
体
集
会
を
開
催
す
る

よ
う
に
努
め
る
（
年
に
１
～
２
回
程
度
）。 

②
各
地
区
で
は
、司
教
の
地
区
へ
の

司
牧
訪
問
の
機
会
が
多
く
な
る
よ
う

に
計
ら
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。 

・
堅
信
式
は
地
区
内
合
同
で
。 

・
地
区
内
合
同
の
典
礼
の
機
会
を
。 

（
編
集
部
要
約
・
関
連
記
事
4

p.
～
6

p.
） 

次
年
度
か
ら
４
県
に
ま
た
が
る
我
が

仙
台
教
区
を
８
地
区
に
分
け
、各
地
区
に

地
区
長
を
お
き
、そ
こ
に
複
数
の
司
祭
が

協
同
で
司
牧
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
教
会
に
一
人
の
司
祭
と
い
う
派
遣
の

仕
方
が
出
来
な
く
な
っ
た
か
ら
だ
。
こ
れ
ま
で

信
徒
は
信
仰
を
守
り
な
が
ら
、
司
祭
か
ら
司
牧

に
か
か
わ
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
と
い
う
も
の

だ
っ
た
。
こ
れ
が
、
有
効
に
機
能
し
て
き
た
が
、

昨
今
で
は
難
し
く
な
っ
た
。
こ
の
組
織
は
も
と

も
と
内
向
き
だ
っ
た
。
こ
の
方
法
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
「
キ
リ
ス
ト
の

弟
子
」
は
増
え
な
い
か
ら
だ
▼
教
会
が
始
め
た

事
業
は
教
育
や
福
祉
事
業
は
順
調
に
推
移
し
、

社
会
の
一
定
の
評
価
は
得
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

事
業
の
継
承
者
は
信
徒
が
増
え
て
い
る
▼
第
二

バ
チ
カ
ン
公
会
議
が
始
ま
る
と
「
福
音
の
土
着

化
」
と
い
う
こ
と
が
盛
ん
に
言
わ
れ
た
。
そ
の

こ
ろ
、
ロ
ゲ
ン
ド
ル
フ
師
（
イ
エ
ズ
ス
会
）
は

「
日
本
に
お
け
る
宣
教
は
キ
リ
ス
ト
教
の
シ
ン

パ
に
な
れ
ば
成
功
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
っ
た
▼
私
た
ち
の
事
業
を
シ
ン
パ
に
継
い

で
も
ら
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
シ
ン

パ
は
日
本
の
風
土
に
溶
け
込
み
、
時
代
と
人
と

価
値
観
を
共
有
し
て
イ
エ
ス
の
良
さ
を
知
っ
て

も
ら
う
と
い
う
手
法
を
取
る
に
違
い
な
い
。
そ

ん
な
こ
と
で
事
業
が
う
ま
く
い
っ
て
も
イ
エ
ス

様
は
喜
び
は
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
「
私
が
地

上
に
平
和
を
も
た
ら
す
た
め
に
来
た
と
思
う
の

か
。
…
む
し
ろ
分
裂
だ
」(

ル
カ
12
・
51)

、「
あ

な
た
が
た
は
神
と
富
と
に
仕
え
る
こ
と
は
で
き

な
い
」(

マ
タ
イ
６
・
24)

、
「
『
主
よ
、
主
よ
、
』

と
言
う
者
が
皆
、
天
の
国
に
入
る
の
で
は
な
い
」

(

マ
タ
イ
７
・
21)

▼
み
こ
と
ば
は
私
た
ち
の
考

え
方
を
後
押
し
は
し
な
い
。
む
し
ろ
承
服
で
き

な
い
み
こ
と
ば
は
行
っ
て
知
る
も
の
だ
。
い
つ

も
カ
ト
リ
ッ
ク
家
庭
も
事
業
所
も
み
こ
と
ば
の

実
践
の
場
な
の
だ
。
親
切
な
司
牧
者
が
神
様
の

所
ま
で
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

(

守) 

地
区
制
が
目
指
す
基
本
的
な
考
え 

司

教 

マ

ル

チ

ノ 

平

賀 

徹

夫 

 

生命の泉 

仙台教区新生へ、８地区で出発  



 
（２） 

平
賀
徹
夫
司
教
は
、
仙
台
教
区
の
地
区
制
を

４
月
か
ら
発
足
す
る
こ
と
に
伴
い
、
１
月
27
日

付
で
地
区
ご
と
の
司
祭
派
遣
を
発
表
し
た
。 

◎
印
は
区
長 

（ 

）
は
前
任
地 

地
区
ご
と
の
小
教
区
は
P. 

３
参
照 

第
１
地
区
（
青
森
県
西
部
） 

◎
首
藤 

正
義
、
ポ
ー
ル
・
ト
ー 

第
２
地
区
（
青
森
県
東
部
・
岩
手
県
北
部
） 

 

◎
佐
藤 

修
、
佐
々
木 

博
、 

デ
・
ラ
・
ロ
サ
・
マ
ル
コ
・
ア
ン
ト
ニ
オ 

第
３
地
区
（
岩
手
県
中
部
） 

◎
ヴ
ァ
レ
ラ
・
ミ
ゲ
ル
、
バ
サ
・
イ
グ
ナ
シ 

ウ
ス
、
コ
ン
デ
ィ
・
ニ
コ
ラ
ウ
ス
、 

田
中 

丈
夫
（
白
河
、
須
賀
川
、
矢
吹
）、 

ツ
ゲ
ル
・
ア
ン
ト
ニ
オ
〈
協
力
〉 

第
４
地
区
（
岩
手
県
南
部
・
宮
城
県
北
部
） 

◎
川
崎 

忠
紀
、
佐
藤 

守
也
、
高
橋 

昌
、 

ガ
ク
タ
ン
・
エ
ド
ガ
ル
（
淳
心
会
本
部
） 

第
５
地
区
（
宮
城
県
中
央
・
北
・
東
部
） 

 

◎
會
津 

隆
司
、
森
田 

直
樹
、 

 

ラ
ト
ゥ
ー
ル
・
レ
イ
モ
ン
、
川
井 

啓
〈
小
教

区
管
理
者
〉、
土
井 

勝
吾
〈
協
力
〉（
築
館
、

新
生
園
）、
小
松 

史
朗
〈
協
力
〉 

第
６
地
区 

（
宮
城
県
中
央
・
南
・
福
島
県
北
東
部
） 

 

 
渡
辺 

彰
宏
、
ゴ
ン
ザ
レ
ス
・
ホ
セ
、 

狩
浦 

正
義
、
ボ
ル
デ
ュ
ッ
ク
・
エ
メ
、 

ロ
ワ
ゼ
ル
・
ジ
ャ
ン
・
シ
ャ
ル
ル
〈
協
力
〉（
ケ

ベ
ッ
ク
会
本
部
）、
小
野
寺 

洋
一
〈
協
力
〉 

第
７
地
区
（
福
島
県
北
部
・
西
部
） 

 

◎
舟
山 

亨
、 

パ
ヴ
ェ
レ
ツ
・
ト
マ
ス
、 

 

ヴ
ィ
ド
ム
ス
キ
・
イ
エ
ジ 

第
８
地
区
（
福
島
県
南
部
・
東
部
） 

 

◎
板
垣 

勤
、
フ
ォ
リ
ッ
シ
ュ
・
チ
ェ
ス
ワ
フ
、 

 

エ
テ
メ
・
メ
ヌ
ン
ガ
・
エ
ミ
ル
・
ロ
ド
リ
グ

（
仙
台
中
央
地
区
） 

移
住
移
動
者
担
当 

（
居
住
は
、
復
興
支
援
石
巻
ベ
ー
ス
） 

 

ゲ
ス
ト
ヴ
ェ
オ
・
ギ
ャ
リ
ー 

教
区
外 

 

ハ
ル
ノ
コ
―
・
ア
ン
ト
ニ
オ
〈
淳
心
会
本
部

（
姫
路
）〉（
大
船
渡
、
釜
石
） 

 

ガ
ブ
リ
・
ジ
ャ
ン

〈
ケ
ベ
ッ
ク
会
本
部

（
東
京
）〉（
弘
前
、
黒

石
、
五
所
川
原
） 

 

モ
ン
ロ
イ
・
ホ
セ 

〈
帰
国（
メ
キ
シ
コ
）〉 

（
盛
岡
地
区
、
花
巻
） 

レ
ヴ
ィ
イ
ェ
・
ア

ン
ド
レ
〈
帰
国
（
カ
ナ

ダ
）〉（
三
沢
） 

 小
教
区
以
外 

司
教
館 

 
 

小
野
寺 

洋
一 

司
祭
の
家 

 
 

鷹
觜 

達
衛 

仙
台
教
区
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー 

 
 

小
松 
史
朗 

出
向
（
横
浜
教
区
） 

和
野 

信
彦 

 

療
養 

氏
家 

和
仁 

 

仙
台
教
区
本
部 

教
区
長 

司
教 

平
賀 

徹
夫 

司
教
総
代
理 

 

小
野
寺 

洋
一 

教
区
事
務
局
長 

小
松
史
朗 

教
区
会
計 

 
 

小
松
史
朗 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
月
・
４
月 

 3･

1
㊏ 

聖
公
会
東
北
教
区
主
教
座
聖
堂 

礼
拝
堂
祝
別
式 

2
㊐ 

青
森
県
連
絡
協
議
会(

第
１
・
２
地
区) 

3
㊊ 

青
森
明
の
星
高
校 

4
㊋ 

教
区
司
祭
団
役
員
会 

6
㊍ 

社
会
司
教
委
員
会 

8
㊏ 

福
島
県
連
絡
協
議
会(

第
７
・
８
地
区) 

9
㊐ 

い
わ
き
教
会 

10
㊊ 

司
教
団
３
・
11
記
念
ミ
サ 

サ
ポ
ー
ト
会
議 

11
㊋ (

東
日
本
大
震
災
記
念)

宮
古
教
会 

13
㊍ 

子
ど
も
と
女
性
の
権
利
擁
護
デ
ス
ク 

15
㊏ 

原
町
教
会 

16
㊐ 

教
区
第
４
地
区
集
会 

17
㊊ 

部
落
差
別
人
権
委
・
事
務
局
会
議 

18
㊋ 

仙
台
白
百
合
女
子
大
、
教
区
財
政
評 

20
㊍ 

カ
ト
学
法
理
事
会 

21
㊎ 

教
区
宣
教
司
牧
評
議
会
定
例
会 

24
㊊ 

教
区
司
祭
団
責
任
役
員
会 

28
～
30
部
落
差
別
人
権
委
・
春
季
合
宿 

4･

3
㊍ 

仙
台
白
百
合
女
子
大 

8
㊋ 

部
落
差
別
人
権
委
・
定
例
会 

15
㊋ 

司
祭
評
・
役
員
会
、
教
区
司
祭
団･

役 

16
㊌ 

聖
香
油
ミ
サ 

17
㊍ 

主
の
晩
餐 

18
㊎ 

主
の
受
難 

19
㊏ 

復
活
徹
夜
祭 

20
㊐ 

復
活
の
主
日 

司
教
日
程 

地区制度の出発 
司教 平賀徹夫 

    この４月から仙台教区は教区全体で「地区制度」の 

   形をとって進んで行きます。ほとんどの方にとって初

めてのことですから、教会活動あるいは信仰生活上、今までと

は勝手が違うということもあったりして戸惑いを感じられる

こともあるかもしれません。でも大丈夫、それも慣れるまでの

事です。ただ、「わたしたちは神の民」という典礼聖歌があり

ますが、教会には余分な人などいませんから、自分も、また、

どのような人も、一人一人、神の民・教会の大切なメンバーで

あることの自覚をもって、積極的に関わっていただく必要があ

ります。 

仙台教区は８つの地区に区割りされ、各地区に複数の担当司

祭が派遣されました。その司祭方と地区内の信徒・修道者の皆

様全員が地区という教会共同体の構成員です。祈りによって互

いに結ばれて、小教区教会間や人と人の間の絆・つながりを強

め、話し合いながら、喜ぶ人と共に喜び、また、必要な分担や

犠牲も分かち合う精神を培い、実行していきましょう。 

これは教会の“仲間うち”の間だけの事ではありません。私た

ちは東日本大震災という大変な苦難を体験しました。その中で

も、日本全体そして全世界から、国民や信条の違いを越え、善

意以外の何物でもない支援の手を差し伸べていただくという

心打たれる体験をしました。あれから３年になります。時間の

経過によることか、この間に何度も日本でも世界でも大変な自

然災害や人災が起こったからなのか、東日本の被災地支援ベー

スで求められるボランティアの数が激減しました。今もって仮

設住宅に住まざるを得ない人々が大勢おられます。仙台教区と

しての支援活動の柱である「４→６・４５運動」とも相まって、

祈りによる支援とともに、できる方は寄り添いのボランティア

活動にも参加していただけたらありがたいです。仙台教区の８

地区のほとんどに沿岸被災地が含まれてもいるのです。 

２
０
１
４
年
度
・

司
祭
異
動 



（３） 
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第２地区 

第１地区 

第５地区 一関 

花巻 

水沢 
北上 

志家 

四ツ家 

千厩 

大船渡 
遠野 

釜石 

宮古 

久慈 

二戸 

上堂 

大湊 

十和田 

八戸塩町 

鮫町 

浪打 青森本町 黒石 松ヶ丘 弘前 

野辺地 

三沢 

五所川原 

五戸 

白石 

一本杉 

畳屋丁 

米川 

築館 

新生園 

石巻 

気仙沼 古川 

塩釜 

北仙台 

元寺小路 

西仙台 

亘理 

大河原 

角田 

会津若松 

喜多方 

南会津 

白河 郡山 

須賀川 矢吹 

松木町 

桑折 

原町 
いわき 

小名浜 

二本松 

湯本 

野田町 

八木山 

第６地区 

第８地区 

カトリック仙 台 司 教 区  地 区 割 り図  
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第７地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３地区 

西仙台 

松ヶ丘 本町 



⑷

地区司祭地域 教会 信徒数 修道院 教育施設 その他の施設

古川 109

北仙台 764

西仙台 216

東仙台 351

塩釜 238

石巻 124

（計） 1802

元寺小路 1206

畳屋丁 226

一本杉 223

八木山 189

大河原 128

白石 73

角田 41

亘理 96

原町 74

（計） 2256

松木町

桑折

野田町 194

喜多方 83

会津若松 234

南会津 33

（計） 1169

二本松 107

郡山 403

須賀川 30

白河

矢吹

いわき

湯本

小名浜

（計） 1213

聖ウルスラ学院英智
幼稚園・小中学校・高等学校
小さき花幼稚園
八木山カトリック幼稚園
大河原カトリック幼稚園
角田カトリック幼稚園
原町さゆり幼稚園

金ケ瀬カトリック保育園
亘理カトリック保育園
仙台天使園（児童養護）
聖母の家（特老）
原町ベース

5 4

宮
城
中
央
・
北
・
東
部

シャルトル聖パウロ
　　　　　　　　　修道女会
　　紫山修道院・泉修道院
ドミニコ女子修道会
　　　　　　　　　　仙台修道院
　　　　　　　　 北仙台修道院
　　　　　　　　 青野木修道院
　　　　　　　　 中島丁修道院
オタワ愛徳修道女会
　　　　　　　　 東仙台修道院
善き牧者の愛徳聖母修道会
聖パウロ女子修道会
大阪聖ヨゼフ宣教修道女会
ラ・サール会

仙台白百合女子大学
仙台白百合学園小学校
仙台白百合学園中・高等学校
仙台白百合学園幼稚園
聖ドミニコ学院小学校
聖ドミニコ学院中・高等学校
聖ドミニコ学院北仙台幼稚園
聖ドミニコ学院幼稚園
ナザレト幼稚園
塩釜カトリック幼稚園
石巻カトリック幼稚園

古川東町カトリック保育園
川渡カトリック保育園
ナザレト愛児園
小百合園（児童養護）
ラ・サール・ホーム（ 〃 ）
暁星園（特養）
あけの星荘（軽費）
パルシア（特養）
カリタスの家
光ヶ丘スペルマン病院
石巻ベース
ドミニコの家
司祭の家

仙台教区地区割　一覧

6 5

宮
城
中
央
・
南
・
福
島
北
東
部

聖ウルスラ修道会
　　　　　　　一本杉修道院
　　　　　　　 木ノ下修道院
ドミニコ女子修道会
　　　　　　　天使園修道院
聖心会
マリアの宣教者フランシスコ
                           修道会
三位一体修道院

ｺﾝｸﾞﾚｶﾞｼｵﾝ・ド・ノートルダム
　　　　　　　　　　　　　　修道会
　　　　　　　　　花園町修道院
ドミニコ会　雪の聖母修道院
無原罪聖母宣教女会
　　　　　　　　会津若松修道院

＊信徒数は、2,012年末現在

163

510

イエスのカリタス修道女会
　　　　　　　　　　白河修道院

郡山ザベリオ学園小・中学校
郡山ザベリオ学園幼稚園
二本松カトリック幼稚園
白河カトリック幼稚園
小名浜白百合幼稚園
勿来カトリック幼稚園

「もみの木」

桜の聖母短期大学
桜の聖母学院小学校
桜の聖母学院中・高等学校
桜の聖母学院幼稚園
会津若松ザベリオ学園小学校
会津若松ｻﾞﾍﾞﾘｵ学園中・高等学
校
会津若松ザベリオ学園幼稚園
福島カトリック幼稚園
喜多方カトリック千草幼稚園
田島カトリック暁の星幼稚園

福島デスク

7

8 3

福
島
南
・
東
部

625

福
島
北
・
西
部

3



⑸

地区司祭 地域 教会 信徒数 修道院 教育施設 その他の施設

五所川原 49

黒石 20

弘前 313

本町

（松ヶ丘）

浪打 324

（計） 1041

大湊 83

野辺地 12

十和田

（五戸）

三沢 63

八戸塩町 502

鮫町 172

久慈 39

二戸 20

（計） 997

上堂 106

志家 208

四ツ家 471

花巻 86

北上 80

宮古 84

釜石 67

遠野 64

（計） 1166

水沢 99

一関 170

千厩 30

大船渡 187

築館

新生園

米川 34

気仙沼 111

（計） 681

一関藤保育園
米川聖マリア保育園
一関藤の園（児童養護）
大船渡地ノ森ベース
米川ベース

50
4 4

岩
手
南
部
・
宮
城
北
部

殉教者聖ｹﾞｵﾙｷﾞｵの
　　フランシスコ修道会
　　　　　　　　山目マリア院

愛心幼稚園
カトリック清心幼稚園
海の星幼稚園
気仙沼カトリック幼稚園
築館聖マリア幼稚園

宮古ベース
大槌ベース
カリタス釜石
障害者自立支援かまいし

2 4

青
森
県
東
部
・
岩
手
県
北
部

106

3 4

岩
手
中
部

ベトレヘム外国宣教会本部
ﾄﾞﾐﾆｺ会ﾛｻﾞﾘｵの聖母修道院
シャルトル聖パウロ修道女会
　　　　　　　　　盛岡修道院
　　　　　　　盛岡第２修道院

盛岡白百合学園小学校
盛岡白百合学園中・高等学校
暁の星幼稚園
小百合幼稚園
光の園幼稚園
盛岡白百合学園幼稚園

仙台教区地区割　一覧

335

聖ウルスラ修道会
　　　　 田面木修道院
　　　　　　塩町修道院

1 3

青
森
県
西
部

オタワ愛徳修道女会
　　　　　弘前修道院
殉教者聖ｹﾞｵﾙｷﾞｵの
　　フランシスコ修道会
　青森聖母園マリア院
　　　　藤の園マリア院
聖母被昇天修道会
　　　　　　　　青森修道院
　　　　　　　　弘前修道院

青森明の星短期大学
青森明の星中・高等学校
青森明の星短大付属幼稚園
青森藤幼稚園
聖心幼稚園
聖テレジア幼稚園
浪打カトリック幼稚園
弘前明の星幼稚園
弘前カトリック幼稚園

弘前大清水ホーム(特養）
藤の園(特養)
藤ホーム(養護)
弘前大清水希望の家
聖ヨゼフハウス
弘前大清水学園
藤聖母園(児童養護)
弘前大清水保育園
藤保育園

八戸聖ウルスラ学院
　　　　　　　　　中・高等学校
イメルダ幼稚園
大湊カトリック幼稚園
五戸カトリック幼稚園
田名部カトリック幼稚園
十和田カトリック幼稚園
野辺地カトリック幼稚園
八戸聖ウルスラ学院幼稚園
ファチマ幼稚園
三沢カトリック幼稚園



 

  （６） 

「
行
っ
て
、
あ
な
た
も
同

じ
よ
う
に
し
な
さ
い
。」（
ル

カ
10
・
37
）
こ
れ
は
、
永

遠
の
命
を
得
る
た
め
に
「
隣

人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し

な
さ
い
」
と
は
ど
う
す
る
こ

と
か
、『
善
い
サ
マ
リ
ア
人
』

の
た
と
え
話
を
さ
れ
て
最

後
に
イ
エ
ズ
ス
様
が
言
わ

れ
た
決
定
的
な
言
葉
で
す
。 

福
島
は
い
ま
だ
に
除
染

が
終
わ
ら
ず
、
避
難
者
は
帰

郷
で
き
る
見
通
し
も
立
っ

て
い
ま
せ
ん
。
仮
設
で
の
生

活
も
29
年
ま
で
延
長
さ
れ

ま
し
た
。
故
郷
を
思
い
な
が

ら
仮
設
で
亡
く
な
る
方
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
諦
め
と

忍
耐
、
そ
し
て
一
縷
の
希
望
、
そ
れ
ら

が
交
錯
し
た
思
い
で
皆
毎
日
を
送
っ
て

い
ま
す
。 

狭
く
不
自
由
な
仮
設
の
生
活
に
は
忍

耐
が
い
り
ま
す
。
支
援
者
は
何
と
か
そ

う
し
た
方
々
の
心
を
解
放
し
て
あ
げ
よ

う
と
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
訪
問
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
皆
と
一
緒
に
い
る

時
は
笑
顔
で
も
、
夜
一
人
に
な
る
と
言

い
よ
う
の
な
い
辛
さ
が
襲
っ
て
く
る
と

言
い
ま
す
。
心
の
ケ
ア
が
最
も
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。 

支
援
者
に
も
疲
れ
が
出
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
年
々
減
少
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
福
島
の
復
興
は
ま
だ
ま

だ
先
で
す
。
働
き
手
が
少
な
い
の
で
す
。

神
様
、
ど
う
ぞ
新
し
い
支
援
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

《
皆
様
へ
の
お
願
い
》 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
参
加
。
神

父
様
も
信
徒
も
。 

②
高
齢
者
の
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
送

り
出
す
応
援
部
隊
（
旅
費
等
を
工
面
）

を
作
る
。
戻
っ
て
き
た
ら
報
告
会
を
開

く
。 

③
支
援
物
資
や
支
援
金
を
送
る
。 

④
観
光
に
来
て
、
食
べ
て
飲
ん
で
遊
ん

で
土
産
を
買
う
。（
困
窮
し
て
い
る
福
島

観
光
の
応
援
の
た
め
） 

⑤
福
島
の
現
状
を
見
た
人
は
、
教
会
で

皆
に
伝
え
る
。 

 

（
福
島
デ
ス
ク
／
柳
沼
千
賀
子
） 

【
写
真
＝
仮
設
で
の
巾
着
作
り
】 

３
月
９
日(

日) 
 
 
 

仙
台
教
区
の
全
小
教
区
で
、

追
悼
と
復
興
を
願
う
ミ
サ
。 

３
月
10
日(

月)
 

 
 
 

午
後
６
時
よ
り
仙
台
司
教
区

セ
ン
タ
ー
元
寺
小
路
教
会
大
聖

堂
に
於
い
て
、
日
本
カ
ト
リ
ッ

ク
司
教
協
議
会
主
催
の
犠
牲
者

追
悼
と
復
興
祈
願
の
ミ
サ
。
駐

日
バ
チ
カ
ン
大
使
と
日
本
の
司

教
様
方
が
来
仙
。 

３
月
11
日(

火) 
 

 
 

 

〇
宮
古
教
会
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
平
賀
徹
夫
司
教
の
ミ

サ
。 

 
〇
大
船
渡
教
会
、
午
後
１
時

30
分
か
ら
、
諏
訪
榮
治
郎
司
教

(

高
松
教
区
）
の
ミ
サ
。 

 

〇
釜
石
教
会
、
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
大
塚
喜
直
司
教(

京
都

教
区
）
の
ミ
サ
。 

 

〇
カ
リ
タ
ス
各
ベ
ー
ス
で
、

そ
れ
ぞ
れ
祈
り
が
さ
さ
げ
ら
れ

ま
す
。 

３
月
15
日(

土)
 

 
 

 

｢

い
の
ち
の
光
３
・
15
フ
ク
シ
マ｣ 

 
T

h
e 

D
a
y
 
of 

O
p
tio

n
 
fo

r 

L
IF

E
 in

 F
U

K
U

S
H

IM
A

 

12
時
50
分
～
16
時 

原
町
教
会 

 

福
島
原
発
か
ら
最
も
近
い
生
活
圏
に

あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
、
現
地
の

人
々
の
声
、
聖
書
学
者
の
声
、
ミ
サ
に

よ
る
司
祭
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、

｢

い
の
ち｣

の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
に
考

え
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
す
。 

 

主
催
・「
い
の
ち
の
光
３
・
15
フ
ク

シ
マ
」
実
行
委
員
会 

（
事
務
局 T

E
L

：
０
２
４
４
‐
２
３
‐

３
７
１
３
） 

 

―
プ
ロ
グ
ラ
ム
ー 

 

12
：
30 

受
付 

 

12
：
50 

開
催
の
言
葉 

・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン 

 

13
：
00 

①
「
現
地
の
光
」 

被
災
住
民
の
声(

奥
村
健
郎
） 

 

13
：
30 

②
「
み
こ
と
ば
の
光
」 

聖
書
講
話(

聖
書
学
者
・
太
田
道
子
） 

 

14
：
50 

休 

憩 

 

15
：
00 

③
「
神
の
民
の
光
」 

派
遣
ミ
サ
（
平
賀
徹
夫
司
教
） 

 

16
：
00 

閉
祭
の
言
葉
・
解
散 

３
月
７
日(

金)

～
30
日(

日) 
 

金
・
土
・
日 

午
前
11
時
～
午
後
２
時 

 

９
日
・
23
日
は
午
後
１
時
～
２
時
ま
で 

＝
記
録
写
真
展
示
会
＝ 

「
東
日
本
大
震
災
（
福
島
・
原
発
事
故
）
を
う

け
て
祈
り
と
共
に
活
動
」
３
年
間
の
記
録 

会
場 

松
木
町
教
会
伝
道
館 

主
催 

松
木
町
教
会 

後
援 

カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ

ン
・
カ
ト
リ
ッ
ク
東
京
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
グ
レ

ガ
シ
オ
ン
・
ド
・
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
修
道
会
花
園
町
修
道
院
・
野

田
町
教
会
支
援
活
動
有
志 

仙台教区「新しい創造」…第３期の取り組み 

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
… 

～

福

島

の

今

～ 

「どんな環境においても愛を必要とする絆」 

環境問題についてはいろいろな方がそれぞれの専門分

野で提言されていますが、人間関係の環境がいかに深刻

な問題を起こしているかということを取り上げてみたい

と思います。支える人もなく、愛すること愛される体験

がないと人は弱り果て病気や犯罪に陥ってしまいます。 

私が関わっている死刑囚や長期服役者、外国人の置か

れている環境は、貧しい家庭で支える関係の乏しさが犯

罪の経緯から見えるのです。さらに刑務所の面会や手紙

を通して日本の刑務所の人間意識の希薄さに失望しま

す。罪を犯した者には懲罰をもって矯正する規則ずくめ

で基本的人権など不要の管理体制です。そのような環境

に２０年も収容されれば出所しても激しい社会変化に適

応して生きられないのが現実です。その環境で「今を生

きる」ためには恨みや憎しみを捨て神の愛を知らなけれ

ばなりません。 

人はどんな環境にあっても愛の絆を必要とします。こ

の地球は神の愛から始まったからです。フランシスコ教

皇が説く兄弟愛をどのように生きたら、私たちは今、互

いのことを心にかける「隣人」になれるのでしょうか。     

地球を大事にする会 Sr 相良 なるみ 

東 日 本 大 震 災 犠 牲 者 追 悼 と 復 興 祈 願 ミ サ と 関 連 行 事  

東
日
本
大
震
災
か
ら
３

年
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

３
月
11
日
を
中
心
に
仙
台

教
区
で
は
、
犠
牲
者
追
悼
と

復
興
祈
願
の
ミ
サ
や
関
連

行
事
が
行
わ
れ
る
。 



 
（７） 

創
立
80
周
年
記
念
行
事
を
終
え
て 

 
郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学
園
は
、
カ
ナ
ダ
に

本
部
が
あ
る
無
原
罪
聖
母
宣
教
女
会
の

シ
ス
タ
ー
が
、
１
９
３
２
年
に
聖
マ
リ

ア
愛
児
園
（
の
ち
の
郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学

園
幼
稚
園
）
を
創
設
し
て
か
ら
、
80
年

を
迎
え
ま
し
た
。
11
月
15
日
午
前
に

は
、
幼
小
中
の
子
ど
も
た
ち
と
共
に
学

園
で
「
80
周
年
を
祝
う
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
そ
し
て
午
後
に
は
、
学
園
を
支

え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ま
や
、
幼

小
中
そ
れ
ぞ
れ
の
お
客
様
、
同
窓
会
、

ザ
ベ
リ
オ
会
、
旧
職
員
等
約
２
０
０
名

を
お
迎
え
し
、
学
園
移
転
跡
地
に
建
て

ら
れ
た
「
ホ
テ
ル
ハ
マ
ツ
」
に
お
い
て

記
念
式
典
と
祝
賀
会
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。 

「
80
周
年
を
祝
う
会
」
で
は
、
幼
小

中
の
子
ど
も
た
ち
の
代
表
と
そ
れ
ぞ
れ

の
卒
業
生
の
代
表
が
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

未
来
に
向
か
っ
て
「
未
来
宣
言
」
を
発

表
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
記
念
行
事
と

し
て
壁
画
用
の
タ
イ
ル
を
幼
小
中
の
縦

割
り
グ
ル
ー
プ
で
制
作
し
ま
し
た
。 

「
記
念
式
典
」
で
は
、
福
島
県
知

事
・
郡
山
市
長
を
は
じ
め
仙
台
教
区
平

賀
司
教
、
上
智
学
院
理
事
長
、
日
本
カ

ト
リ
ッ
ク
学
校
連
合
会
代
表
、
無
原
罪

聖
母
宣
教
女
会
の
方
々
を
ご
来
賓
と
し

て
お
迎
え
し
、
厳
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
親
子
三
代
に
わ
た
り
学
園
に
通
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
家
庭
４
組
に
は

感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。 

「
祝
賀
会
」
で
は
、
カ
ナ
ダ
か
ら
懐

か
し
い
シ
ス
タ
ー
方
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
き
上
映
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、 

 

今
回
は
、
子
ど
も
た
ち

の
住
ん
で
い
る
「
ス
テ
ン

ミ
エ
ン
チ
ャ
イ
地
区
ル
ッ

セ
イ
村
」
と
「
ご
み
山
生

活
者
の
一
日
の
収
入
」
に

つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

―
ス
テ
ン
ミ
エ
ン
チ
ャ
イ

地
区 

ル
ッ
セ
イ
村
― 

子
ど
も
た
ち
が
住
ん
で

い
る
ス
テ
ン
ミ
エ
ン
チ
ャ

イ
地
区
ル
ッ
セ
イ
村
は
、

プ
ノ
ン
ペ
ン
の
中
心
街
か

ら
約
５
ｋ
ｍ
離
れ
た
郊
外

に
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は

東
京
ド
ー
ム
の
約
３
倍
の

広
さ
の
ゴ
ミ
山
が
あ
り
ま

す
。
ゴ
ミ
は
、
プ
ノ
ン
ペ

ン
市
内
か
ら
分
別
さ
れ
る 

郡
山
ザ
ベ
リ
オ
学
園
創
立
期
や
新
築
移

転
の
苦
労
話
な
ど
が
テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー

チ
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
り
し
て
、
終
始

和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。
途
中
、
聖

マ
リ
ア
幼
稚
園
出
身
の
根
本
匠
復
興
大

臣
が
到
着
し
、
幼
稚
園
時
代
の
懐
か
し

い
話
を
さ
れ
、
会
場
全
体
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
お
祝
い
の
お

言
葉
、
祝
電
等
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。（
大
堀
由
美
子
） 

こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
捨
て
ら
れ
ま
す
。

そ
の
ゴ
ミ
山
か
ら
ア
ル
ミ
缶
や
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
等
を
拾
い
、
買
い
取
り
業
者
へ

売
り
、
生
計
を
立
て
て
い
る
人
た
ち
が

約
２
０
０
世
帯
１
０
０
０
人
住
ん
で
い

る
集
落
が
ス
テ
ン
ミ
エ
ン
チ
ャ
イ
地
区

ル
ッ
セ
イ
村
に
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
人
の
多
く
は
、
か
つ
て
地
方

で
農
業
を
し
て
い
て
、
灌
漑
用
水
の
不

足
や
農
業
技
術
の
遅
れ
か
ら
農
業
で
生

計
を
立
て
ら
れ
ず
、
大
都
市
プ
ノ
ン
ペ

ン
に
行
け
ば
良
い
仕
事
に
就
け
る
と
思

い
出
て
来
た
人
々
で
す
。
か
つ
て
日
本

で
上
野
に
仕
事
を
求
め
上
京
し
た
姿
に

似
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
農
村
の
人
々
の
学
歴
は
小
学
校
を
卒

業
し
て
い
れ
ば
良
い
方
で
、
し
か
も
農

業
の
こ
と
し
か
分
か
ら
な
い
人
た
ち
で

す
。
プ
ノ
ン
ペ
ン
で
仕
事
を
探
し
て
も

な
か
な
か
仕
事
が
見
つ
か
ら
ず
こ
の
地

に
落
ち
着
つ
い
た
人
々
で
す
。
集
落
は
、

ゴ
ミ
山
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
す
。
仕

事
場
に
隣
接
し
て
い
て
、
と
て
も
便
利

で
す
が
悪
臭
と
ハ
エ
が
群
が
っ
て
い
ま

す
。
し
か
も
、
家
は
低
湿
地
帯
に
あ
り

高
床
式
に
な
っ
て
涼
し
い
造
り
で
す
が
、

ト
イ
レ
が
な
く
、
ま
た
生
活
排
水
が
流

れ
る
こ
と
が
出
来
ず
家
周
辺
に
溜
ま
り

ま
す
。
と
て
も
環
境
衛
生
面
が
心
配
な

居
住
地
域
で
す
。 

―
ゴ
ミ
山
で
の
収
入
― 

集
め
た
ア
ル
ミ
缶
等
を
売
っ
て
の

収
入
は
、
私
た
ち
の
家
庭
訪
問
で
の
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
一
日
５
ド
ル
（
約

５
０
０
円
）
以
下
の
方
が
97
％
で
す
。

日
本
の
最
低
賃
金
時
間
額
よ
り
も
安
い

収
入
で
す
。
物
価
は
、
多
く
の
も
の
が

日
本
の
十
分
の
一
で
す
。
例
え
ば
、
米

１
２
５
円
／
１
㎏ 

卵
は
、
高
く
て
１

０
円
／
１
個 

理
髪 

１
０
０
円
で
す
。

食
事
は
、
３
食
で
米
が
主
食
で
す
。
ご

飯
に
ス
ー
プ
を
か
け
た
も
の
か
、
お
粥

で
す
。
ス
ー
プ
に
は
香
草
が
何
種
類
と

ニ
ン
ニ
ク
と
唐
辛
子
が
入
り
と
て
も
辛

い
で
す
。
た
だ
、
肉
、
魚
や
卵
を
食
べ

る
頻
度
が
少
な
い
の
で
子
ど
も
た
ち
の

体
格
は
、
日
本
の
子
ど
も
と
比
べ
る
と

身
長
10
㎝
、
体
重
10
㎏
少
な
く
、
Ｗ

Ｈ
Ｏ
で
い
う
痩
せ
す
ぎ
の
一
歩
手
前
で
、

肥
満
児
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま
せ
ん
。 

次
号
へ
続
く 

２
月
９
日
、
支
倉
常
長
像
の
あ
る
ス

ペ
イ
ン
の
コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
市
、

グ
ワ
ダ
ル
キ
ビ
ル
川
河
畔
に
日
本
と
ス 

ペ
イ
ン
を
結
ぶ
象
徴
と
な
る
よ
う
な
桜

並
木
に
し
た
い
と
平
賀
司
教
を
団
長
と

す
る
巡
礼
団
一
行
25
名
は
、
桜
の
記
念

植
樹
を
行
っ
た
。 

植
樹
に
は
、
モ
デ
ス
ト
市
長
、
ハ
ポ

ン
さ
ん
た
ち
、
日
西
観
光
協
会
か
ら
６

名
が
参
加
し
、
そ
の
後
、
教
会
で
サ
ン

タ
・
マ
リ
ア
合
唱
団
と
共
に
ミ
サ
が
行

わ
れ
た
。 

コ
リ
ア
・
デ
ル
・
リ
オ
で 

桜
の
記
念
植
樹 

慶
長
遣
欧
使
節
400
年 記

念
巡
礼
団 

カンボジア・ステンミエンチャイ地区での 
活動報告②     元寺小路教会 小野 武 
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新
刊
案
内 

液
晶
画
面
に
吸
い
こ
ま
れ
る
子
ど
も

た
ち
―
―
ネ
ッ
ト
社
会
の
子
育
て 

共
著
者 

下
田
博
次
・
下
田
真
理
子
／
発
行 

女
子
パ
ウ
ロ
会
／
定
価 

１
２
０
０
円
＋
税 

ネ
ッ
ト
社
会
が
謳
歌
さ
れ
て
い
る
反
面
、

こ
れ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
の
影
響

で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
事
件
も
相
次
い

で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト

謳
歌
の
か
げ
り
さ
え
見
せ
な
い
日
本
で
、
や

っ
と
、
本
書
の
よ
う
な
警
鐘
を
鳴
ら
す
本
が

出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。 

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
「
ネ
ッ
ト
社
会
の
子
育

て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
パ
ソ
コ
ン
、
ケ
ー
タ

イ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
情
報
機
器
へ

の
接
し
方
を
赤
ち
ゃ
ん
の
と
き
か
ら
、
教
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
説
か
れ

て
い
ま
す
。
思
春
期
か
ら
で
は
遅
す
ぎ
る
、

と
い
う
の
が
著
者
の
考
え
で
す
。
本
書
は
、

た
だ
、
い
け
な
い
、
危
な
い
と
叫
ぶ
だ
け
の

本
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か

を
、
具
体
的
に
教
え
て
い
ま
す
。 

本
書
の
強
み
は
、
著
者
の
ご
夫
婦
が
と
も

に
、
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
専
門
家
で
あ
り
、
そ

の
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
指
導
者
で
も
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。 

神
の
恵
み
と
し
て
与
え
ら
れ
た
メ
デ
ィ
ア
を

よ
く
使
う
こ
と
は
、
人
間
に
与
え
ら
れ
た
使

命
で
す
。
危
険
だ
か
ら
使
わ
な
い
、
と
い
う

生
き
方
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
に

あ
わ
せ
た
、
か
し
こ
い
利
用
者
に
な
る
た
め

に
、
大
人
で
あ
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

知
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。 

「
見
る
・
聞
く
・
嗅
ぐ
、
触
る
、
味
わ
う
」

と
い
う
感
覚
を
よ
く
育
て
ま
し
ょ
う
。 

本
書
を
す
べ
て
の
人
に
、
ぜ
ひ
読
ん
で
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
や
学

校
の
先
生
方
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
に
。 

                

★仙台ロゴス講座 

日時：2014年3月8日(土) 14:00～15:30 

会場：カトリック北仙台教会 信徒館 

演題：信仰年・イエス・キリストとは誰か？②使徒信条‐子‐ 

講師：三谷鳩子氏(西仙台教会所属） 参加費：無料  

★第22回ロゴス公開講演会 

日時：2014年3月16日（日）13：30～15：30 

会場：カトリック北仙台教会 信徒館 

テーマ：「寅さんとイエス」－実は意外と似ています－ 

講師：米田 彰男 神父(ドミニコ会、清泉女子大学教授） 

連絡先：090－2360－1408（岡田）  

｢
地
区
制
度
の 

新
た
な
ス
タ
ー
ト｣

 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
二
地
区
担
当
司
祭 

佐
々
木
博 

 

す
で
に
、
１
９
８
８
年
12
月
30
日

に
公
布
し
た
使
徒
的
勧
告
『
信
徒
の
召

命
と
使
命
』
に
よ
っ
て
、
福
者
教
皇
ヨ

ハ
ネ
・
パ
ウ
ロ
２
世
は
、「
同
じ
地
区

に
あ
る
小
教
区
間
の
い
ろ
い
ろ
な
協

力
の
形
が
、
制
度
的
に
も
育
て
ら
れ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。（
同
勧
告
26
項
）
」

と
勧
告
な
さ
い
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
、
仙
台
教
区
は
、
こ
の
勧
告

に
応
え
る
た
め
に
、
２
０
１
４
年
度
か

ら
あ
ら
た
に
『
地
区
制
度
』
を
導
入
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
取
り

組
み
に
つ
い
て
不
安
や
戸
惑
い
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
む
し
ろ
積
極

的
に
か
つ
前
向
き
に
こ
の
制
度
を
生

か
し
て
い
く
た
め
に
、
特
に
広
い
地
域

に
対
す
る
宣
教
・
司
牧
の
視
点
で
そ
の

大
切
な
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

①
宣
教
活
動
に
お
け
る
協
力
と
交
流 

確
か
に
、
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
に

よ
っ
て
「
教
会
は
本
性
的
に
宣
教
者
で

あ
る
（『
宣
教
教
令
』）
」
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
が
、
実
践
的
に
信
者
一
人
ひ
と

り
が
、
同
時
に
共
同
体
ぐ
る
み
で
宣
教

者
に
育
て
ら
れ
る
こ
と
が
急
務
で
す
。

そ
れ
は
、
ま
ず
、
各
家
庭
に
お
い
て
始

め
る
べ
き
課
題
と
言
え
ま
す
。 

同
じ
使
徒
的
勧
告
『
家
庭
―
愛
と
い

の
ち
の
き
ず
な
』（
１
９
８
１
年
11
月

22
日
）
で
、
福
者
教
皇
ヨ
ハ
ネ
・
パ
ウ

ロ
２
世
は
、
福
音
宣
教
に
お
け
る
キ
リ

ス
ト
者
の
家
庭
の
役
割
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
強
調
し
て
い
ま
す
。「
家
庭

は
、
教
会
の
よ
う
に
、
福
音
が
伝
え
ら

れ
る
場
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
福

音
が
広
ま
っ
て
行
く
場
で
も
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
使
命
を
知
っ
て

い
る
家
庭
で
は
、
家
族
全
員
が
同
時
に
、

福
音
を
受
け
入
れ
な
が
ら
一
方
で
は

福
音
宣
教
し
て
い
る
の
で
す
。
親
は
子

ど
も
に
福
音
を
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、

子
ど
も
か
ら
も
生
活
に
深
く
か
か
わ

っ
た
福
音
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
は
、
近
く
の

家
庭
に
と
っ
て
福
音
宣
教
者
と
な
り

ま
す
。」（
同
勧
告
52
項
） 

と
に
か
く
、
地
域
に
対
す
る
福
音
宣

教
活
動
を
地
区
内
の
教
会
同
士
が
分

か
ち
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
ま
ま
で

以
上
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。 

②
地
区
内
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
施
設

や
幼
稚
園
と
の
協
力
推
進 

 

地
区
内
に
あ
る
教
育
機
関
や
諸

施
設
な
ど
と
の
宣
教
に
お
け
る
密

接
な
協
力
関
係
を
強
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
特
に
、
地
方
の
小
都
市

に
あ
る
小
規
模
の
教
会
は
、
地
域
に

対
す
る
宣
教
活
動
は
、
主
に
幼
稚
園

を
媒
介
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
諸
施
設
や
教
育

機
関
は
、
宣
教
活
動
に
お
け
る
地
域
社

会
と
の
大
切
な
接
点
で
あ
る
こ
と
を
、

十
分
に
活
用
す
る
こ
と
で
す
。 

③
地
区
に
お
け
る
信
仰
養
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
合
同
企
画
と
実
施 

 

分
か
ち
合
い
と
交
流
は
、
豊
か
な
力

を
生
み
出
し
ま
す
。
地
区
内
に
あ
る
諸

教
会
が
、
共
に
信
仰
養
成
に
励
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
教
会
が
、

ま
さ
に
開
か
れ
た
共
同
体
と
し
て
、
近

隣
の
教
会
と
交
流
し
、
共
に
学
ぶ
機
会

を
増
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
に
成
長

で
き
ま
す
。 

 

新
た
な
希
望
を
も
っ
て
、
ス
タ
ー
ト

を
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

３
年
目
を
迎
え
た
仙
塩
地
区
教
会

学
校
「
祈
り
の
つ
ど
い
」
は
、
２
月
に

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
広
瀬
川
殉
教
碑

へ
の
巡
礼
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
２

月
11
日
（
祝
）、
前
々
日
に
降
っ
た
78

年
ぶ
り
の
大
雪
に
も
負
け
ず
決
行
。 

仙
塩
地
区
教
会
の
日
曜
学
校
・
教
会

学
校
で
学
ぶ
小
中
学
生
・
高
校
生
や
そ

の
保
護
者
、
各
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
な
ど

約
30
名
が
参
加
し
た
。 

参
加
者
は
ま
ず
元
寺
小
路
教
会
で
、

キ
リ
ス
ト
教
伝
来
か
ら
迫
害
に
至
る

ま
で
の
歴
史
を
勉
強
し
た
後
、
歩
道
に

厚
く
雪
の
残
る
中
を
出
発
。
広
瀬
川
河

畔
の
殉
教
碑
に
到
着
し
、
森
田
神
父
の

ご
指
導
の
も
と
、
390
年
前
の
１
６
２
４

年
２
月
22
日
に
こ
こ
で
殉
教
し
た
カ

ル
ワ
リ
オ
神
父
様
ら
殉
教
者
た
ち
に

祈
り
を
捧
げ
た
。 

二
百
数
十
年
に
お
よ
ぶ
キ
リ
シ
タ

ン
迫
害
の
根
拠
と
な
っ
た
、
徳
川
幕
府

の
１
６
１
４
年
の
禁
教
令
か
ら
ち
ょ

う
ど
４
０
０
年
と
な
る
今
年
に
、
こ
の

つ
ど
い
を
行
な
え
た
こ
と
は
、
私
た
ち

の
信
仰
の
原
点
を
確
認
す
る
上
で
も
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。 

 

（
元
寺
小
路
教
会
育
成
部  

荒
賀 

久
仁
夫
） 

 

子
ど
も
た
ち
の 

殉
教
碑
巡
礼 

仙
塩
地
区
教
会
学
校 


